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私たちは目や耳に飛び込んでくる様々な刺激を適切に

取捨選択し, その時の目的に沿った行動を起こす｡ 時に,

自分を取り巻く環境に合わせて, 本来想定していたもの

とは異なる行動パターンをとることができるのは, 周囲

にあるものをすばやく把握し, 反応することができるか

らである｡ 中でも情動的な刺激に対する反応は, 中性的

なそれよりも早く行われる｡ 危険な情報を検出して回避

することや, 有益な情報を検出して獲得することができ

るのは, 生存していくうえで重要なことである｡

空間的に異なる位置に提示された刺激の中から, 情動

的な刺激の処理を優先的に行うことができる私たちの認

知機能に関しては, たとえば������� ������(1988)

によれば, 幸福表情の妨害刺激に埋もれている恐怖表情

はすばやく検出されるという報告がある｡ また,

��	��
��
��
��������(2001) は蛇の画像を用いて,

複数の画像を空間的に異なる位置に配置すると, 脅威画

像は中性的な画像よりも早く検出されることを明らかに

している｡ 進化論的な観点からすると, 視野の中から敵

などの脅威刺激を見つける方が生存上, 有利であったこ

とからも, この結果は妥当であるように思われる｡

情動的な画像のすばやい処理に関しては, このように

頑健な結果が得られているが, その一方で情動的な刺激

が単語である場合には見つけにくいということが報告さ

れている｡ ������
�������
� ������(2004) は, 同時

に提示される複数の妨害刺激 ( 2 語, 6 語, 12 語) の中

からターゲット語を探索させる課題を実験参加者に課し

たところ, ターゲット語の感情価 (情動語か中性語か)

や妨害刺激の数による反応時間の差は認められなかった｡

彼らは情動刺激による影響が認められなかった原因とし

て, 不安特性といった実験参加者の特性をあげている｡

実験参加者の特性が刺激のすばやい処理に影響を及ぼ

していることを示す研究については, たとえば������

�������(2002) による注意の瞬き実験でも示されている｡

注意の瞬きとは, 高速で連続して提示される刺激系列中

の二つのターゲットのうち, 二番目に出現するターゲッ

トの検出率が低下する現象である｡ 彼らは実験参加者の

特性不安の高さ (高群か低群か) と, 先行刺激のカテゴ

リ (ネガティブ語かニュートラル語か) を操作した実験

を行ったところ, 特性不安の高い実験参加者は先行ター

ゲットに情動的な刺激を提示された場合, 先行ターゲッ

トがニュートラルな刺激である場合と比較して, 後続ター

ゲットの検出率が高いことを示した｡ 彼らはこの結果か

ら, 特性不安の高い個人はネガティブな刺激の処理をす
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問 題

１) 本論文の執筆にあたり, 九州大学人間環境学研究院の箱田裕
司先生と, 中村知靖先生に貴重なご意見を賜りました｡ ここに
厚く御礼申し上げます｡ また, 貴重なご助言をくださいました
先生方, 先輩方, 並びに実験に参加してくださった皆様に, 心
より感謝を申し上げます｡



ばやく行うことができるため, 本来見落としやすい後続

ターゲットの処理に取り掛かりやすくなると考察してい

る｡

個人の気分状態による特定の情報への注意の向きやす

さに関する研究では, 注意バイアスがあげられる｡ これ

は, 不安な気分状態では個人にとって嫌悪的, また脅威

的な情報に対する注意が向きやすくなる現象のことをい

う｡ 藤原・岩永・生和 (2001) による注意バイアスの研

究では, ����(�������	�
����
��
�������	
) で分類し

た高特性不安者と低特性不安者に対し, 脅威語と中性語

をプローブとして使用したドット・プローブ課題を行っ

ている｡ その結果, 低不安状況では低不安特性群の注意

は高不安特性群ほど脅威語に向かないが, 高不安状況で

は, 低不安特性群の脅威語に対する反応のすばやさは,

高不安特性群と同程度になるということが示されている｡

このように, 刺激の特徴と観察者の特性や状況による

優先的な情報処理に関してはさまざまな研究がなされて

いるが, いまだ明らかになっていない部分も多く見られ

る｡ たとえば情動刺激の優先的な検出に関するこれまで

の研究では, ネガティブ刺激について検討されているも

のが多く, ポジティブ刺激の優先的な検出に関する研究

は多くない｡ そこで, 本実験では音楽によって情動状態

を操作し, 漢字二字熟語の探索課題を実験参加者に課す

ことで, 個人の気分状態が情動刺激の検出に及ぼす影響

ついて検討した｡ 音楽 聴取を用いたのは, 視覚的な探

索課題を行っている間にも誘導した気分状態が維持でき

るからである｡ 谷口 (1991) の聴取音楽による言語課題

遂行への影響を検討した研究では, 聴取音楽による感情

操作によって, 情動語の再生課題に気分一致効果がある

ことを示しており, 音楽による気分誘導が可能であるこ

とが示されている｡

実 験

方 法

実験参加者 大学生および大学院生 22 名が実験参加

の同意書に署名し, 参加した｡ 同意書には, 実験中に気

分が悪くなればすぐに中止できることと, 実験終了後に

参加者が希望すれば実験に関する情報を開示することを

記していた｡

装置 パーソナルコンピューター �������
����� 4

�� 8���を使用し, ウィンドウズメディアプレイヤー

とスピーカー (��������50 およびサンワサプライ株

式会社製�����61��) で���に適した大きさで音楽

を再生した ｡ なお, 実験に使用した部屋は定員 20 名程

度の広さで, 防音設備は備わっていなかった｡

刺激 聴取音楽 気分誘導に用いた音楽は 全部で 4

種類であった｡ ポジティブ音楽には, ���	
����
�
の

｢���	���	�｣ と���
���		
����の ｢�� 	
�!’�� ��｣,

ネガティブ音楽には, ���	
����
�
の ｢�"�#��	�#

!������	
｣ と���
���		
����の ｢�	���
�｣ を使用した｡

これらは実験者 5 名が 39 種類の音楽を聴取し, 合意に

基づき選曲した｡ また, ｢�� 	
�!’�� ��｣ に関しては,

冒頭から 30 秒ほど経つと曲調が変化するため, サウン

ド編集ソフトの�$%��
�
を使用し, 冒頭部分を削除し

た｡

多面的感情状態尺度・短縮版 実験参加者の気分状態

を測定するために, 寺崎・古賀・岸本 (1991) による多

面的感情状態尺度 (���) の短縮版を使用した｡ この

質問紙は ｢抑うつ・不安｣, ｢敵意｣, ｢倦怠｣, ｢活動的快｣,

｢非活動的快｣, ｢親和｣, ｢集中｣, ｢驚愕｣ の 8 尺度 5 項

目を 4段階で評定するものであった｡

漢字二字熟語の検出課題 漢字二字熟語の検出課題は,

���&!�''(�$%�(��
!�	(��$!�&() �*����(2001) の

�# �%%�%��	%���+ (���) に基づいて作成された

(�
,-1)｡ 12×12 の仮想マトリックス上に漢字が並んで

おり, 複数個所で, 縦 (上から下) 方向, 横 (左から右)

方向, ななめ (左上から右下, または右上から左下) 方

向に漢字二字熟語が成り立つよう配置されていた｡ 漢字

二字熟語 (ターゲット) および妨害刺激である単漢字は

松本 (2006) の使用した熟語リストの中から選択した

(�� !�1)｡ ターゲットは 1試行につきネガティブ語, ポ

ジティブ語, ニュートラル語が各 10 語の計 30 語とし,

二字の配置方向に関して感情価間でカウンターバランス

をとった｡ 妨害刺激として, ターゲットの周囲には, 松

本 (2006) のリスト中の, ネガティブ語に用いられた単

漢字5字, ポジティブ語に用いられた単漢字5字, ニュー

トラル語に用いられた単漢字 74 字が配置されていた｡

手続き 実験は集団で行われた｡ 寺崎・古賀・岸本

(1991) による多面的感情状態尺度 (���) の短縮版を

使用し, 実験前の実験参加者の気分状態を測定した｡ 次
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に, 実験参加者は漢字二字熟語の検出課題を行った｡ 実

験参加者は課題の小冊子 (�4 サイズ 6 ページ) を配布

され, 実験者の指示を受けたうえで開始した｡ 実験参加

者の課題は, ページ上部にある, 枠中に並んだ漢字の中

から, できるだけ多くの漢字二字熟語を見つけ, 下部の

空欄にその熟語を書くことであった｡ 課題の遂行時間は

3分間であった｡ その際, 検出した熟語に丸などの印を

つけると, 試行中に熟語を検出する領域が狭まる可能性

があるため, 検出した熟語に印をつけないよう教示した｡

この教示は, 練習試行の課題刺激の上部に説明文が書か

れており, その文章は実験者により読み上げられた｡ 実

験参加者は, 練習試行 1試行, 本試行 5試行の全 6試行

を行った｡ さらに, 実験参加者は 1週間後に 2回目の実

験に参加した｡ 1 回目と 2 回目の違いは, 聴取音楽がネ

ガティブなものか, ポジティブなものかであり, 条件間

で提示順に関し, カウンターバランスをとった｡

また, 実験参加者は漢字の検出課題を行う間, ���

として気分誘導用の音楽を聴取した｡ 音楽は, パーソナ

ルコンピューター内のウィンドウズメディアプレイヤー

を用いてスピーカー再生された｡ 1 回の実験で用いた音

楽は 1種類であり, 実験終了まで同一の音楽が繰り返し

流された｡ 本試行から音楽を流し始めたのでは気分誘導

の効果に遅れが出る可能性があったため, 音楽は練習試

行から流された｡ すべての課題終了後, ���短縮版を

用いて, 実験参加者の気分状態を測定した｡ なお, 実験

前と実験後の���短縮版は項目の順番が異なっていた｡

結 果

聴取音楽 (ポジティブ, ネガティブ) と二字熟語の感

情価 (ポジティブ, ネガティブ, ニュートラル) の実験

参加者内二要因計画であった｡

まず, 気分誘導の成否を確認するため, ���短縮版

のポジティブ得点 (活動的快＋非活動的快＋親和) およ

びネガティブ得点 (抑うつ・不安＋敵意＋倦怠) をそれ

ぞれ算出し, 誘導条件 (ポジティブ, ネガティブ)×気

分状態の測定時期 (課題前, 課題後) の二要因分散分析

を行った｡ その結果, ポジティブ得点では気分状態の測

定時期の主効果が有意であり, 課題後の得点は課題前と

比較して減少していた [�(1�21)�23	88�
�	0001, �
�	

2]｡ 一方, ネガティブ得点に関しては測定時期の主効果

に有意傾向が認められた [�(1�21)�3	99�
�	1, �
�	3]｡

次に, 実験参加者が検出した各感情価の二字熟語の数に

ついて, 聴取音楽×熟語の感情価の二要因分散分析を行っ

た｡ その結果, 熟語の感情価による主効果に有意差が認

められた[�(2�42)�34	631�
�	001]｡ 多重比較の結果,

ネガティブ語およびポジティブ語は, ニュートラル語よ

り検出数が多いことが示された [いずれも
�	001, �
�	

4]｡
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また, 実験を通しての被験者の気分状態による熟語の

検出傾向について検討するために, 聴取音楽に関係なく,

課題前と課題後のポジティブ得点およびネガティブ得点

をそれぞれ算出した｡ さらに, ポジティブ得点とネガティ

ブ得点の差を状態得点とし, この得点が正の値の場合を

ポジティブ状態, 負の値の場合をネガティブ状態とし

た (状態得点�(課題前ポジティブ得点－課題後ポジティ

ブ得点)－(課題前ネガティブ得点－課題後ネガティブ得

点))｡ その状態得点について, 下位 7名をネガティブ群,

上位 7名をポジティブ群, 残りを中性群とした｡ 各群の

課題前と課題後の気分得点の差が熟語検出数に及ぼす影

響を検討するため, 気分状態 (ネガティブ, ポジティブ,

ニュートラル)×熟語の感情価 (ネガティブ, ポジティ

ブ, ニュートラル) の二要因分散分析を行った｡ その結

果, 熟語の感情価の主効果が有意であった [�(2�38)�

31�36����0001]｡ 多重比較の結果, ネガティブな熟語と

ポジティブな熟語は中性的な熟語と比較して検出数が多

いことが示された [いずれも���001, ��	�5]｡

音楽聴取による気分誘導と単語の感情価に基づく検出

成績との交互作用は示されなかった [�(2�42)�1�581�

��0�2177]｡

考 察

気分状態の誘導について 気分状態の誘導について,

本実験では, ネガティブ音楽を聴取した場合には ｢抑う

つ・不安｣・｢敵意｣・｢倦怠｣ 得点が課題後に上昇し, ポ

ジティブ音楽を聴取した場合は ｢非活動的快｣・｢活動的

快｣・｢親和｣ 得点が課題後に上昇すると予測していたが,

そのような気分状態の変化は認められなかった｡ ゆえに,

本実験では音楽による気分誘導はできなかったというこ

とがいえる｡ それに関しては主に二つの理由が挙げられ

る｡ 一つには教示の仕方に問題があったと考えられる｡

谷口 (1991) は実験参加者が音楽聴取する際にヘッドホ

ンを着用させ, 音楽を聴きながら課題を遂行するよう教

示していた｡ 一方, 本実験では音楽によって気分誘導を

行っていることを実験参加者に気付かれないように,


��として音楽を流すが課題に集中するように, とい

う教示を行った｡ このことで実験参加者は課題に集中し,

音楽への注意が向けられなかったために気分誘導が生じ

なかった可能性がある｡ 実験参加者が音楽へ注意を向け

るか向けないかで, 気分誘導の生起に影響があるかもし

れない｡ 二つ目には, 本実験で使用した音楽自体に気分

を誘導させる効果があったかどうかという問題がある｡

谷口 (1991) の研究で使用されていた音楽は有名なもの

であったため, 音楽を知っていると, その音楽に対する

親近感が付与され, ネガティブな音楽であってもどちら

かというとポジティブな方向に気分が誘導される可能性

が考えられた｡ そこで実験参加者が知らないような音楽

を本実験で使用し, 課題終了後にその音楽を知っている

かどうかを聞いたところ, 
�����������の ｢�����

���� ���������｣ については 13 名中 2 名の実験参加者

が知っていると回答したが, その他の音楽に関しては知っ

ていると回答した実験参加者はいなかった｡ ただし, こ

の場合でも気分誘導を生じさせることができなかったた

め, 本実験で用いた音楽に関しては, 被験者がこの音楽

を知っているか知らないかということと, 気分誘導の成

否には関係がなかったと考えられる｡ さらに前述したよ

うに, 課題中の音楽が単なる
��という役割しか果た

さなかったのも, その音楽が知らない音楽であったため,

被験者の注意が向かなかったためではないかと考えられ

る｡

二字熟語の検出について 次に, 二字熟語の検出に関

しては, 聴取音楽に関係なく, 実験参加者は中性語より

も情動語を多く検出することが明らかになった｡ 気分得

点の変化量で実験参加者をポジティブ群, ネガティブ群,

ニュートラル群の 3群に分類し, 比較した場合でもその

傾向に変化はなかったことから, 個人の気分状態が情動

語の検出に影響を及ぼしたとはいえず, 情動語の検出の

高さは, 刺激自体の特徴が影響したと考えられる｡ 実験

参加者の特性不安の程度に依らない感情誘発刺激による

注意の捕捉は, たとえば怒り顔へ注意を向ける傾向につ

いて検討した������(2002) の実験で示されている｡

このことから, ネガティブな刺激は中性的な刺激より

も注意が向けられやすいという������������� !����!

(2001) や藤原・岩永・生和 (2001) などによる先行研

究の結果は支持された｡ また, 本実験ではネガティブな

熟語だけでなく, ポジティブな熟語の検出も中性語と比

べて高かったため, 本実験で使用したポジティブな二字

熟語も同様に, 実験参加者の注意をひきつける特徴があっ

たと考えられ, 今回, ネガティブな語と同様に注意を引

くことが分かったのは新しい発見であると言える｡

使用した二字熟語の中に一字でも情動を表す漢字が多

く含まれていたため, これらの漢字が実験参加者の注意

をひきつけた可能性も考えられるが, 情動価が高い刺激
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が注意を引くという結果に変わりはないと言える｡

もっとも, 刺激のカテゴリの類似性が本実験の結果を

もたらした可能性もある｡ 情動的な語はカテゴリが似て

いるものが多かったが, 中性的な語 (｢玄関｣ や ｢柔道｣

など) は異なるカテゴリに属するものが多かった｡ 今後

の課題として, 中性語のカテゴリを統一させたうえで検

討する必要がある｡

ま と め

本実験では, 個人の気分状態を音楽によって誘導する

ことを試み, 漢字二字熟語の検出に及ぼす気分状態の影

響について検討した｡ その結果, 本実験で使用した音楽

による気分の誘導は認められなかったが, 被験者の気分

状態に関わらず, 情動的な二字熟語は中性的なそれと比

較してより多く検出された｡ 本実験では気分状態による

二字熟語の検出への影響は考えられないため, 二字熟語

の特徴が反映されたと考えられる｡ このことから, ネガ

ティブな刺激は中性的な刺激よりも注意が向けられやす

いという��������	
��� 
������(2001) や藤原・岩

永・生和 (2001) などによる先行研究の結果は支持され

るとともに, ポジティブな二字熟語も同様に注意が向け

られやすいという結果も得られた｡ したがって, ネガティ

ブな熟語だけでなく, ポジティブなものも含めた情動的

な熟語は検出されやすい傾向にあることが示された｡

今後の課題として, なぜポジティブな語がネガティブ

な語と同程度に検出されたかについて明らかにすること

が挙げられる｡ また, 本実験と異なる手続きを用いても,

本実験の結果と同様の解釈に結びつく結果が得られるか

どうかを検討する必要もあると考える｡ 特に, 情動的な

単漢字が注意に与える影響を詳細に検討するためには,

情動的な単漢字を妨害刺激として使用した場合と使用し

なかった場合の課題成績を比較する実験が考えられる｡

さらに, 本実験で使用した二字熟語の中には､ 一字でも

情動を表す漢字が多く含まれていた｡ これらの漢字が実

験参加者の注意をひきつけた可能性が考えられる｡ しか

しながら情動価が高いものが注意を引くという結果には

変わりない｡ 今後､ 表意文字という漢字の特徴をふまえ

た実験が必要である｡
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